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心身症は、「ストレスから具合が悪くなること」とまとめてしまえ 
るほど、単純なものではありません。 
著者は「心身症を学ぶことは人生を学ぶこと」と言っても過言で 
はないと考えています。本書では心理療法という視点から心身症 
理解を試みます。 
医療に携わる人とそれを目指す学生、そして身体と心のつながり 
に目を向けるすべての人に本書を贈ります。 
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日本の「聖地」はどのように形成されたのか── 
神道系の自然崇拝、山岳信仰、仏教信仰、祖霊信仰・祖先崇拝… 
… 
日本の「聖地」は複数の宗教的要素が重層的に融合して、歴史 
的に形成されてきた。 
日本の「聖地」がどのように形成されたのか、その歴史的断面 
に焦点をあて、日本人の持つ宗教の特性を浮かび上がらせる。 
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「あの世」はどこにあるのか。 
「この世」と行き来できる他界や、美しい山の向こうに広がる 
他界。 
「この世」とは異なる世界と認識されながら、漠然として曖昧 
な日本人の他界観。 
『古事記』、『日本書紀』、『万葉集』から中世の文字資料、「来迎 
図」といった絵画資料、現代における民俗行事の観察などから、 
日本人の他界観形成の特性を考察する。 
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本書においては、看護実践を倫理的な行為であるとし、倫理的行 
為であるために超えなければならないさまざまな「境界」を倫理 
学的に捉え、アリストテレスの用語を用いた考察やソクラテス的 
対話によって語られる実例を示すなど、看護実践に関する倫理学 
的な考察を紹介・解説する。 また、「ケアリング」や「ナラティ 
ブ」といった現代の看護実践におけるキーワードについても検討 
する。 
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第 4 章「転移」・第 5 章「逆転移」を島田凉子が訳しました。 
本書は、精神分析における新しい潮流「関係性精神分析」の影響 
を受けて、TA セラピストである著者らが提唱した「関係性 TA 
（交流分析）」についての体系的な解説書です。 

心理療法における「関係性」を重視する視点は、近年増加してい 
る自己の障害をもつクライエントやボーダーラインと呼ばれる 
人々の治療に有効であると考えられます。 
本書により著者の二人は 2005 年のエリック・バーン記念賞を 

受賞しました。 
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本書が特にすばらしいのは、タッチ・ケアのテクニックの解説に 
偏重することなく、健康観と疾病観、癒しと治療の違い、ビリーブ 
メント（死別や喪失）などのテーマについてタッチ・ケアとの 
関係を考察している点です。 
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